
−17− −18−

１　小 単 元　　国土の気候の特色と人々のくらし（大単元　１　わたしたちの国土）

２　小単元の構造について（概念構想図）　※○数字は時

３　指導計画（総時数７時間）　　　　　

授業Ⅱ

５年２組　31名　指導者　　小　川　　　誠

社会科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　本授業で使用した「見える図」は，子どもの思考力・判断力を高めるために有効であったか。
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４　本　　時（５／７）

　⑴　目　標

　日本各地の人々のくらしや産業と気候について調べたことを発表し合い，人々のくらしや産業

が気候を生かしたものであることを理解することができる。

　⑵　評価規準

　日本各地のくらしや産業を気候と関連付けて考え，どの地域も気候の特色を生かしているこ

とがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【社会的事象についての知識・理解】

　⑶　指導に当たって

　本時は，小単元の「調べる」過程として設定した。これまでの学習で，自分が選んだ地域の

人々のくらしや産業と気候を関連付けて考えてきた。そこで，本時では，調べてきたものを交流

し合い，どの地域の人々も気候の特色に基づいた生活をしていることに気付くことをねらいとし

ている。

　まず，「つかむ・見通す」過程では，これまで調べてきたことを基に，予想をたてる。次に，「調

べる」段階では，それぞれが調べ学習グループで「見える図」にまとめたことを比較をすること

で共通点に目を向けるようにする。さらに，人々の苦労や工夫にも目を向けるようにしていきたい。

　⑷　本時の展開　　 　　　　　　　 　　　〔　〕子どもの意識　　 指導の手立て　※評価
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